
豚 熱 発 生 に 備 え た 実 践 的 な 埋 却 計 画 の 取 組 ： 岡 山 県 高

梁 家 保  田 中 成 枝 、 牧 野 俊 英  

 令 和 6 年 2 月 に 県 内 初 の 豚 熱 陽 性 の イ ノ シ シ が 確 認

さ れ 、 同 年 1 2 月 現 在 、 3 1 例 に 増 加 。 こ の 状 況 下 で 豚

熱 発 生 に 備 え た 埋 却 地 確 保 は 急 務 で あ る こ と か ら 、 今

回 、 実 効 性 の あ る 埋 却 計 画 を 作 成 す る 為 に 豚 農 場 の 埋

却 予 定 地 の 試 掘 を 実 施 。 そ の 結 果 、 ① 条 件 を 満 た す 埋

却 地 確 保 の 困 難 さ （ 埋 却 容 量 の 確 保 、 土 質 や 湧 水 等 ）

② 埋 却 地 ま で の 通 行 ル ー ト や 運 搬 方 法 の 確 認 不 足 ③ 埋

却 時 の 人 員 や 重 機 等 の 資 材 の 算 定 不 足 ④ 農 場 側 の 防 疫

に 対 す る 平 時 か ら の 準 備 不 足 な ど の 課 題 が 判 明 。 さ ら

に 、 農 場 や 関 係 機 関 と の 協 力 体 制 の 構 築 や 付 近 住 民 へ

の 理 解 の 醸 成 が 非 常 に 重 要 で あ る と 再 認 識 。 こ の 結 果

を 踏 ま え 、 平 時 か ら ① 埋 却 計 画 の ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ ②

農 場 側 の 防 疫 に 対 す る 意 識 を 高 め る 指 導 や 支 援 の 積 極

的 実 施 ③ 関 係 機 関 と の 連 携 強 化 ④ 埋 却 を 実 施 し た 豚 熱

発 生 県 と の 情 報 交 換 等 を 行 う こ と で 、 よ り 実 践 的 な 埋

却 計 画 の 作 成 が 必 要 。 引 き 続 き 、 発 生 時 に 備 え た 取 り

組 み を 継 続 し て い く 。  


